
令和 5 年度レジリエント社会・地域共創シンポジウム

　　地域共創による災害に強いまちづくりを考える

in 薩摩川内市
　

　日時：令和 5 年 12 月 10 日（日）13 時 00 分～ 17 時 15 分
　会場：薩摩川内市川内駅コンベンションセンター SS プラザせんだい
　　　　（薩摩川内市平佐 1 丁目 18 番地）
　　　　※第一部のみオンライン同時開催
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　　　　　　　　　　【開催地市長挨拶】
　　　　　　　　　　　田中 良二　　薩摩川内市長
　　　　　　　　　　【来賓挨拶】
　　　　　　　　　　　位田 隆一　　一般社団法人国立大学協会 専務理事
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　14：30 ～ 15：00　　「1997年鹿児島県北西部の地震と今後の備え」…………………………37
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　　　　　　　　　　　准教授　小林 励司
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　　　　　　　　　　　岩井 久　　鹿児島大学理事

　総合司会　　酒匂 一成　鹿児島大学理工学域工学系 教授
　　　　　　　寺本 行芳　鹿児島大学農水産獣医学域農学系 准教授
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　　　　　　　　　　　教授　松成 裕子
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FU-R05-鹿大防災講演概要集01-目次.indd   2 2023/11/20   15:33:45



令和5年度 レジリエント社会・地域共創シンポジウム
■主催／鹿児島大学地域防災教育研究センター
■共催／一般社団法人国立大学協会、薩摩川内市、鹿児島地方気象台
■後援／NHK鹿児島放送局　MBC南日本放送　KTS鹿児島テレビ　KKB鹿児島放送
　　　　KYT鹿児島読売テレビ　南日本新聞社　FMさつませんだい ※会場までは公共交通機関をご利用ください。

地域防災教育研究センターの取組
　鹿児島大学地域防災教育研究センター長　地頭薗 隆
土砂災害に備える
　鹿児島大学農水産獣医学域農学系　准教授　寺本 行芳
河川災害に備える
　鹿児島大学理工学域工学系　准教授　齋田 倫範
1997年鹿児島県北西部の地震と今後の備え
　鹿児島大学理工学域理学系　准教授　小林 励司
避難の妨げになる「正常性バイアス・同調性バイアス」
　日本赤十字社事業局 救護・福祉部 防災業務課　主査　土肥 幹治

VR技術を活用した地震体験
（揺れと室内の倒壊）
鹿児島大学理工学域工学系
教授　酒匂 一成

防災シンポジウム

鹿児島大学
＋

薩摩川内市・鹿児島地方気象台
地域共創による災害に強いまちづくりを考える

in

薩摩川内市

大雨防災ワークショップ
避難行動を楽しく学ぼう！

鹿児島地方気象台　要配慮者対策係長　轟 日出男

定員
30名

防災カードゲームで
避難所生活を学ぼう！

鹿児島大学医歯学域医学系　教授　松成 裕子

定員
50名

12月7日㊍
※会場・オンラインともに事前申し込みが必要です。

申込み締切
防災講演はオンラインでの

視聴もできます

参加
無料12月10日日

川内駅コンベンションセンター
SSプラザせんだい会場

定員200名

鹿児島大学地域防災教育研究センター
http://bousai.kagoshima-u.ac.jp
TEL: 099-285-7234
E-mail: bousai@kuas.kagoshima-u.ac.jp

お申込み・お問合せ

申込みフォームはこちら
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地域防災教育研究センターの取組 

 
 

地頭薗 隆 
 

鹿児島大学地域防災教育研究センター 

センター長 
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令和５年度 レジリエント社会・地域共創シンポジウム

日時：2023年12月10日
場所：SSプラザせんだい

・ オンライン配信

・地域防災教育研究センターについて

・地域防災教育研究センターの取組

・今日のシンポジウムの趣旨

令和５年度 レジリエント社会・地域共創シンポジウム

地域共創による災害に強いまちづくりを考える
in 薩摩川内市

令和５年度 レジリエント社会・地域共創シンポジウム

日時：2023年12月10日
場所：SSプラザせんだい

・ オンライン配信

・地域防災教育研究センターについて

・地域防災教育研究センターの取組

・今日のシンポジウムの趣旨

令和５年度 レジリエント社会・地域共創シンポジウム

地域共創による災害に強いまちづくりを考える
in 薩摩川内市
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災害調査報告書

鹿児島大学の地域防災に関する活動の歩み

平成23年度 防災・日本再生シンポジウム
奄美防災シンポジウム ～奄美豪雨災害から学ぶ～

2011年10月23日，奄美市名瀬公民館

南九州から南西諸島においては，1986年鹿児島市集中豪雨災害，1993年鹿児島豪雨災害，1997
年鹿児島県北西部地震災害，2006年鹿児島県北部豪雨災害，2010年奄美豪雨災害など，大きな災害
が繰り返し発生している。鹿児島大学では，災害後，学部を超えた災害調査チームを編成し，調査後は
報告書の発行やシンポジウムの開催によって研究成果を地域に還元してきた。終了後は災害調査チーム
が解散されるために，地域防災力のさらなる向上や長期的な防災対策支援につながらない，大学と地域
との連携が途切れてしまうなどの課題があった。災害が，大規模化，複合化する中で，地域防災力の向
上とそれを支える総合的な防災教育研究を担う組織が求められた。
2011年1月霧島新燃岳噴火や3月東日本大震災を契機に，防災に関する全学的な組織設置が議論さ

れ，2011年6月に地域防災教育研究センターが創設された。

鹿児島大学地域防災教育研究センターの概要

鹿児島大学 地域防災教育研究センター
各学部・大学院等からの兼務教員，特任職員

豪雨，台風，火山噴火，
地震，津波等に起因す
る多様な災害に関する
調査研究

災害時の応急対応，災
害医療，復旧復興策，
防災対策，警戒避難等
に関する調査研究

調査研究部門

本学の共通教育，小・
中・高等学校，市民講
座等における防災教育
の企画・運営

地域防災の核となる防
災リーダーの養成支援，
防災士資格取得支援

防災教育部門

地方公共団体，地域住
民と連携した地域防災
に係る課題の解決

地方公共団体，自主防
災組織，企業等からの
防災に関する問い合わ
せの対応

地域連携部門

他大学
研究機関

国 ・ 県

市町村

気象台
防災機関等

連
携

～南九州から南西諸島の地域防災力向上のために～

南九州から南西諸島にかけては，豪雨，台風，火山噴火，地震，津波などに起因する多様な自然災
害が発生している。昨今の災害は，台風の大型化や長時間にわたる線状降水帯の停滞などがみられ，
土砂崩れ，住宅等の浸水・倒壊など生命や財産，インフラに甚大な被害をもたらしているほか，火山
噴火により住民が避難を余儀なくされるなど，災害は時代とともに変遷し，大規模化，複合化してい
る。また原子力災害も考慮すべき新たな課題である。このため，こうした新たな事態に対応した地域
防災体制の確立と，それを支える総合的な防災研究，防災教育の推進が喫緊の課題となっている。
鹿児島大学地域防災教育研究センターは，南九州から南西諸島における災害の防止と軽減を図るた

め，災害の実態解明，予測，防災教育，災害応急対応，災害復旧復興等の課題に地域と連携して取り
組み，地域防災力の向上に貢献することを目指している。

災害調査報告書

鹿児島大学の地域防災に関する活動の歩み

平成23年度 防災・日本再生シンポジウム
奄美防災シンポジウム ～奄美豪雨災害から学ぶ～

2011年10月23日，奄美市名瀬公民館

南九州から南西諸島においては，1986年鹿児島市集中豪雨災害，1993年鹿児島豪雨災害，1997
年鹿児島県北西部地震災害，2006年鹿児島県北部豪雨災害，2010年奄美豪雨災害など，大きな災害
が繰り返し発生している。鹿児島大学では，災害後，学部を超えた災害調査チームを編成し，調査後は
報告書の発行やシンポジウムの開催によって研究成果を地域に還元してきた。終了後は災害調査チーム
が解散されるために，地域防災力のさらなる向上や長期的な防災対策支援につながらない，大学と地域
との連携が途切れてしまうなどの課題があった。災害が，大規模化，複合化する中で，地域防災力の向
上とそれを支える総合的な防災教育研究を担う組織が求められた。
2011年1月霧島新燃岳噴火や3月東日本大震災を契機に，防災に関する全学的な組織設置が議論さ

れ，2011年6月に地域防災教育研究センターが創設された。

鹿児島大学地域防災教育研究センターの概要

鹿児島大学 地域防災教育研究センター
各学部・大学院等からの兼務教員，特任職員

豪雨，台風，火山噴火，
地震，津波等に起因す
る多様な災害に関する
調査研究

災害時の応急対応，災
害医療，復旧復興策，
防災対策，警戒避難等
に関する調査研究

調査研究部門

本学の共通教育，小・
中・高等学校，市民講
座等における防災教育
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地域防災の核となる防
災リーダーの養成支援，
防災士資格取得支援

防災教育部門

地方公共団体，地域住
民と連携した地域防災
に係る課題の解決

地方公共団体，自主防
災組織，企業等からの
防災に関する問い合わ
せの対応

地域連携部門

他大学
研究機関

国 ・ 県

市町村

気象台
防災機関等

連
携

～南九州から南西諸島の地域防災力向上のために～

南九州から南西諸島にかけては，豪雨，台風，火山噴火，地震，津波などに起因する多様な自然災
害が発生している。昨今の災害は，台風の大型化や長時間にわたる線状降水帯の停滞などがみられ，
土砂崩れ，住宅等の浸水・倒壊など生命や財産，インフラに甚大な被害をもたらしているほか，火山
噴火により住民が避難を余儀なくされるなど，災害は時代とともに変遷し，大規模化，複合化してい
る。また原子力災害も考慮すべき新たな課題である。このため，こうした新たな事態に対応した地域
防災体制の確立と，それを支える総合的な防災研究，防災教育の推進が喫緊の課題となっている。
鹿児島大学地域防災教育研究センターは，南九州から南西諸島における災害の防止と軽減を図るた

め，災害の実態解明，予測，防災教育，災害応急対応，災害復旧復興等の課題に地域と連携して取り
組み，地域防災力の向上に貢献することを目指している。
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これまで実施した主な防災シンポジウム

開催日 防災シンポジウム

2011年10月23日 防災・日本再生シンポジウム「奄美防災シンポジウム～奄美豪雨災害から学ぶ～」（奄美市名瀬公民館）

2012年10月 6日 地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム「地域防災力の向上を考える」

2013年11月 9日 防災・日本再生シンポジウム「地震・津波に対する学校と地域の防災を考える」（志布志市文化会館）

2014年10月25日 防災・日本再生シンポジウム「桜島火山と地域防災－大正噴火の経験を活かす－」

2015年 1月31日 鹿児島大学シンポジウム「島嶼災害の特徴と防災」(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター共同主催)

2015年10月11日 一般公開シンポジウム「霧島山の火山ハザード－2011年を事例として－」(日本地形学連合共同主催)

2016年11月26日 防災・日本再生シンポジウム「島嶼の自然災害と防災」

2017年 2月27日 「平成28年度熊本地震における熊本大学の被害・対応と教訓」（鹿児島大学総務課共同主催）

2017月 4月 8日 防災シンポジウム「熊本地震に関する鹿児島大学の活動報告」

2017年12月 2日 防災・日本再生シンポジウム「桜島大規模噴火を想定した災害医療体制の構築」

2018年11月10日 防災・日本再生シンポジウム「南九州固有の地域防災と地域強靱化の最新動向」

2019年11月 9日 防災・日本再生シンポジウム「地震火山災害の軽減に貢献する鹿児島大学の観測調査研究」

2020年12月12日 防災・日本再生シンポジウム「大規模火山噴火時の災害医療に挑む－新たな取り組みと研究－」

2021年12月11日 防災・日本再生シンポジウム「桜島大規模噴火時の降灰による地域社会への被害想定と減災対策」

2022年12月10日
レジリエント社会・地域共創シンポジウム

「鹿児島大学の地域防災研究最前線－地域防災に貢献する大学の役割を考える－」

文理横断的な
災害・防災研究推進

R4～R9年度 大規模複合災害に備えた学際的防災研究の推進と防災人材の育成

地域課題に応える社会貢献，
産官学連携の推進

大学の強みと特色を
活かした学術研究推進

連携 地方公共団体，住民，
NPO，企業等

災害・防災に関する地域課題

防災シンポジウム 鹿大防災セミナー

例えば
・地域防災計画の改定
・防災マップの改定
・避難場所の安全チェック
・住民の防災意識向上
・事業継続計画の策定
・被災者の支援方法

鹿児島大学オリジナル災害・防災資料

南九州から南西諸島における災害歴史資料
学際的な災害・防災研究成果
防災人材育成の講義・研修資料
防災シンポジウム，講演会等資料
防災減災対策の助言・提言資料

桜島防災訓練
避難所運営・
被災者支援

防災ワークショップ 防災研修会
毎年蓄積される災害・防災資料は，自然災害（豪雨，台風，火山噴火，
地震，津波），警戒避難，被災者支援，災害医療，災害復旧・復興，
防災教育などに分類体系化し，防災研修教材として活用

共通教育科目「いのち
と地域を守る防災学」

防災士養成

鹿児島大学

地域防災教育研究センター

学部・大学院等からの
兼務教員，特任職員

総合防災
データベース

映像・資料保存

データ活用

・ 南九州から南西諸島にかけては，
豪雨，台風，火山噴火，地震等に
より多様な自然災害発生
・ 近年の災害は大規模化，複合化

災害・防災資料
一元化

これまで実施した主な防災シンポジウム

開催日 防災シンポジウム
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令和５年度の主な活動

１．大規模火山噴火に伴う複合災害の発生メカニズム解明と影響評価
• 桜島の大規模火山噴火前後における事象の発生過程に関する調査
• 大規模火山噴火後に起こりうる複合災害の事例収集・分析とそのメカニズム検討
• 大規模火山噴火およびその後の複合災害が与える市民生活，地域産業，インフラ等への影響評価
• 桜島の大規模噴火に対する地域防災力向上に資する被災予測システムの構築と教育コンテンツの作成

２．総合防災データベースの構築とその利活用
• 災害の歴史資料，学内の災害・防災研究成果等のデータベース化
• 防災人材育成の研修教材制作， 教員等の防災活動登録 など

３．学際的防災研究成果を活かした防災人材育成
• 桜島火山爆発総合防災訓練における参加住民への防災・減災啓発活動－桜島火山版避難所運営ゲームの活用－

• 防災研究の成果を活かした防災教育の提案
• 大規模災害時の人間行動学的研究を活かした住民への避難支援
• 防災資源の探検活動をとおした防災教育プログラムおよび教材の開発
• 防災士資格取得者数増加に係る活動 など

４．研究成果の地域社会への実装と地域防災力の向上
• 第37回～第41回鹿大防災セミナー（鹿児島の自然と災害を知ろう，災害弱者を守ろう，など）
• 防災シンポジウム「地域共創による災害に強いまちづくりを考える in 薩摩川内市」
• 災害・防災に関する地域課題の収集，自治体等とネットワーク構築，防災講演会，防災訓練，防災マップ作成等

文理横断的な災害・防災研究推進

総合防災データベース構築

防災人材育成

地域課題に応える社会貢献

豪雨，台風，火山噴火，地震等に起因する多様な自然災害が発生する
鹿児島県において，北薩地域は令和３年，令和２年，平成18年の豪雨，平
成９年の地震などにより繰り返し災害が発生している。

本センターは，大学が蓄積している災害・防災に関する研究成果を地域
社会に発信し，自治体等と連携して地域防災力を高める活動を進めてい
る。本シンポジウムは，その一環として大学から地域に出かけて，薩摩川
内市，鹿児島地方気象台，日本赤十字社と協働して開催したものである。

シンポジウムは２部構成からなり，第一部「防災講演」では，大学の研究
成果に基づいた土砂災害，河川災害，地震災害の発生の仕組みと対策を
学び，さらに日本赤十字社による避難のあり方と避難行動を理解する。第
二部では，ワークショップに参加し，鹿児島地方気象台からは大雨時の避
難行動で大切なことを，また大学で開発した防災カードゲームで避難所生
活を学ぶ。このほか，会場ではVR 技術による地震体験コーナーを設置し，
普段の備えの大切さを学ぶ。

本シンポジウムに参加した住民がそれぞれの地域における防災リー
ダーとしての役割を果たすことによって，地域防災力の向上につながるこ
とを期待している。

地域共創による災害に強いまちづくりを考える in 薩摩川内市

シンポジウムの趣旨
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• 桜島の大規模噴火に対する地域防災力向上に資する被災予測システムの構築と教育コンテンツの作成

２．総合防災データベースの構築とその利活用
• 災害の歴史資料，学内の災害・防災研究成果等のデータベース化
• 防災人材育成の研修教材制作， 教員等の防災活動登録 など

３．学際的防災研究成果を活かした防災人材育成
• 桜島火山爆発総合防災訓練における参加住民への防災・減災啓発活動－桜島火山版避難所運営ゲームの活用－

• 防災研究の成果を活かした防災教育の提案
• 大規模災害時の人間行動学的研究を活かした住民への避難支援
• 防災資源の探検活動をとおした防災教育プログラムおよび教材の開発
• 防災士資格取得者数増加に係る活動 など

４．研究成果の地域社会への実装と地域防災力の向上
• 第37回～第41回鹿大防災セミナー（鹿児島の自然と災害を知ろう，災害弱者を守ろう，など）
• 防災シンポジウム「地域共創による災害に強いまちづくりを考える in 薩摩川内市」
• 災害・防災に関する地域課題の収集，自治体等とネットワーク構築，防災講演会，防災訓練，防災マップ作成等
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地域課題に応える社会貢献

豪雨，台風，火山噴火，地震等に起因する多様な自然災害が発生する
鹿児島県において，北薩地域は令和３年，令和２年，平成18年の豪雨，平
成９年の地震などにより繰り返し災害が発生している。

本センターは，大学が蓄積している災害・防災に関する研究成果を地域
社会に発信し，自治体等と連携して地域防災力を高める活動を進めてい
る。本シンポジウムは，その一環として大学から地域に出かけて，薩摩川
内市，鹿児島地方気象台，日本赤十字社と協働して開催したものである。

シンポジウムは２部構成からなり，第一部「防災講演」では，大学の研究
成果に基づいた土砂災害，河川災害，地震災害の発生の仕組みと対策を
学び，さらに日本赤十字社による避難のあり方と避難行動を理解する。第
二部では，ワークショップに参加し，鹿児島地方気象台からは大雨時の避
難行動で大切なことを，また大学で開発した防災カードゲームで避難所生
活を学ぶ。このほか，会場ではVR 技術による地震体験コーナーを設置し，
普段の備えの大切さを学ぶ。
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北薩地域で発生した災害

令和３年7月10日大雨による浸水被害
薩摩川内市

平成18年7月鹿児島県北部豪雨

平成９年鹿児島県北西部地震
紫尾山

大雨により
土砂災害発生

地震により
土砂災害発生

国際航空写真(株)撮影

鹿児島県資料

薩摩川内市資料

菱刈町下手地区

地域共創による災害に強いまちづくりを考える in 薩摩川内市

シンポジウムの内容

防災講演

地域防災教育研究センターの取組
鹿児島大学地域防災教育研究センター長 地頭薗隆

土砂災害に備える
鹿児島大学農水産獣医学域農学系 准教授 寺本行芳

河川災害に備える
鹿児島大学理工学域工学系 准教授 齋田倫範

1997年鹿児島県北西部の地震と今後の備え
鹿児島大学理工学域理学系 准教授 小林励司

避難の妨げになる「正常性バイアス・同調性バイアス」
日本赤十字社事業局救護・福祉部防災業務課 主査 土肥幹治

防災カードゲームで
避難所生活を学ぼう！

鹿児島大学医歯学域医学系
教授 松成裕子

大雨防災ワークショップ
避難行動を楽しく学ぼう！

鹿児島地方気象台要配慮者対策係
係長 轟日出男

VR技術を活用した地震体験
（揺れと室内の倒壊）

鹿児島大学理工学域工学系
教授 酒匂一成

体験コーナー

防災教室
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菱刈町下手地区
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鹿児島大学理工学域工学系 准教授 齋田倫範
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鹿児島大学理工学域理学系 准教授 小林励司
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日本赤十字社事業局救護・福祉部防災業務課 主査 土肥幹治

防災カードゲームで
避難所生活を学ぼう！

鹿児島大学医歯学域医学系
教授 松成裕子

大雨防災ワークショップ
避難行動を楽しく学ぼう！

鹿児島地方気象台要配慮者対策係
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VR技術を活用した地震体験
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鹿児島大学農学部
砂防・森林水文学分野

寺本 行芳

レジリエント社会・地域共創シンポジウム
「地域共創による災害に強いまちづくりを考える in薩摩川内市」

土砂災害に備える

土砂災害に備える

・災害をもたらす自然現象を知る
土砂災害発生の仕組み

・災害に備える
防災対策（ハード対策、ソフト対策）

土砂災害（特別）警戒区域

防災マップの活用

鹿児島大学農学部
砂防・森林水文学分野

寺本 行芳

レジリエント社会・地域共創シンポジウム
「地域共創による災害に強いまちづくりを考える in薩摩川内市」

土砂災害に備える

土砂災害に備える

・災害をもたらす自然現象を知る
土砂災害発生の仕組み

・災害に備える
防災対策（ハード対策、ソフト対策）

土砂災害（特別）警戒区域

防災マップの活用
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薩摩川内市における土砂災害の発生件数（2005～2022年）
土
砂
災
害
の
発
生
件
数

年

➢薩摩川内市の誕生（2004年10月）以降、約70件の土砂災害が発生
「災害の記録（鹿児島県作成）」のデータから作成

土砂災害をもたらす自然現象を知る

地すべり

表層崩壊

深層崩壊

動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課

土石流
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土石流
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－ 13 －

表層崩壊とは 表土（表層土）⇒風化土壌

岩盤

➢

➢

シラス急斜面の表層崩壊（1986年災害 鹿児島市）

➢ 1986年7月梅雨末期の記録的豪雨で発生
（約7時間雨量：192mm、最大時間雨量：75mm）

写真出典

鹿児島県資料

表層崩壊とは 表土（表層土）⇒風化土壌

岩盤

➢ 急斜面や崖の表土（表層土）が、大雨
や地震によって崩落する現象。

➢ 表層土（⇒崩壊のもと）の再成を通して
同じ斜面で繰り返し発生。

動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課

シラス急斜面の表層崩壊（1986年災害 鹿児島市）

➢ 1986年7月梅雨末期の記録的豪雨で発生
（約7時間雨量：192mm、最大時間雨量：75mm）

写真出典

鹿児島県資料
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急斜面や崖の表土（表層土）が、大雨

や地震によって崩落する現象。　　　　

表層土（⇒崩壊のもと）の生成を通して

同じ斜面で繰り返し発生。　　　　　　　　　
動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課
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－ 14 －

堆積岩急斜面の表層崩壊（鹿児島県垂水市）

➢表層崩壊の発生によって、表層土が消失し、斜面が剥き出しになった。

崩壊発生直後 崩壊後約10年経過 崩壊後約60年経過

表層崩壊が発生した斜面はどのように変化していくのか？

表層崩壊が発生するための主な条件は？

① 急斜面（傾斜30度程度以上）である。
② 壊れるものがある（表層土が一定の厚さになることが必要）。

③ 崩壊をもたらす規模の豪雨や地震の発生がある。

◼ ①、②、③の条件が整うと、表層崩壊は同じ斜面でも繰り返し発生。

草や木が入る 木が大きくなる斜面は剥き出し

➢ 時間とともに、木の根や動物によって土がほぐされ、表層土（⇒崩壊のもと）は厚くなる。

豪雨や地震により表層崩壊が発生すると、斜面は崩壊発生直後の状態に戻る。

堆積岩急斜面の表層崩壊（鹿児島県垂水市）
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－ 15 －

シラス急斜面での表層土の生成

崩壊発生後も、表層土が厚くな
ることによって、同じ斜面で表層
崩壊が繰り返し発生。

表層崩壊発生直後のシラス急斜面

表層土は崩壊により消失

表層土の生成
時間とともに表層土（⇒崩壊のもと）は
厚くなり、次の崩壊の準備を整えていく。

シラス急斜面では同じ斜面
で、約100年の周期で表層崩
壊が発生。

約80年経過

深層崩壊とは

➢ 地下深部の風化部で起こる斜面の崩壊。
➢ 表層崩壊にくらべ希にしか起きないが、規模が大きいた
め大きな災害となる。

深層崩壊
表層崩壊

シラス急斜面での表層土の再生

崩壊発生後も、表層土が厚くな
ることによって、同じ斜面で表層
崩壊が繰り返し発生。

表層崩壊発生直後のシラス急斜面

表層土は崩壊により消失

表層土の再生

時間とともに表層土（⇒崩壊のもと）は
厚くなり、次の崩壊の準備を整えていく。

シラス急斜面では同じ斜面
で、約100年の周期で表層崩
壊が発生。

約80年経過

深層崩壊とは

➢ 地下深部の風化部で起こる斜面の崩壊。
➢ 表層崩壊にくらべ希にしか起きないが、規模が大きいた
め大きな災害となる。

動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課

深層崩壊
表層崩壊
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動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課

シラス急斜面での表層土の生成
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深層崩壊
表層崩壊
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動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課

シラス急斜面での表層土の生成
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－ 16 －

➢ 山腹や川底の石や土砂が水と一体となり流出。

➢ 時速50km以上になることもあり、破壊力が非常に大きい。

土石流とは
動画出典：奈良県県土マネジメント部 砂防・災害対策課

深層崩壊の発生（2003年 旧鹿児島県伊佐郡菱刈町）

➢降り始めから崩壊発生までの雨量は約400mm。
➢崩壊面積約840m2、平均崩壊深約4m。 写真出典

鹿児島県資料
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➢ 時速50km以上になることもあり、破壊力が非常に大きい。
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鹿児島県資料
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深層崩壊・土石流の発生（1977年 鹿児島市竜ヶ水）

➢ 1977年の入梅から災害発生までの雨量：538.0mm 写真出典

鹿児島県資料

崩壊・土石流の発生（1993年 鹿児島市竜ヶ水）

➢斜面崩壊・土石流の発生日の日雨量は約260mm。
写真出典：平成5年度教育研究学内特別経費「1993年鹿児島豪雨災害の総合的調査研究」報告書 平成6年3月 1993年豪雨災害鹿児島大学調査研究会

深層崩壊・土石流の発生（1977年 鹿児島市竜ヶ水）

➢ 1977年の入梅から災害発生までの雨量：538.0mm 写真出典

鹿児島県資料
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写真出典：平成5年度教育研究学内特別経費「1993年鹿児島豪雨災害の総合的調査研究」報告書 平成6年3月 1993年豪雨災害鹿児島大学調査研究会

FU-R05-鹿大防災講演概要集02-本文01.indd   17 2023/11/20   15:54:18



－ 18 －

防災対策

ハード対策
防災施設の整備による対策
砂防法、森林法

地すべり等防止法

急傾斜地法（急傾斜地の崩壊による災害の

防止に関する法律）

ソフト対策
警戒避難体制の整備

適切な開発

による対策
土砂災害防止法（土砂災害警戒区域等

における土砂災害防止対策等の推進に関する法律 ）

画像出典：国土交通省HP

ハード対策
砂防ダムによる土砂の捕捉

山腹工

鋼製スリットダムによる流木と土砂の捕捉

砂防ダムによる土砂と流木の捕捉

砂防ダム

砂防ダム

鋼製
スリッ
トダム
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－ 19 －

• 防災施設の整備には多くの費用と時間が必要。
• 鹿児島県の防災施設の整備率は約37％。

• 防災施設の整備により地域の防災力は増加する。
• しかし、施設が整備されていても、雨の規模によっては、
施設の能力を超える規模の災害が発生することがある。

防災施設の整備（土砂災害への対策）

写真出典：鹿児島県資料

被災時 復旧後

（4,952の要整備箇所数に対する割合）
垂水市牛根境地内の砂防事業

土砂災害のおそれのある場所を知っておく
土砂災害防止法（平成12年制定）に基づいて危険区域が指定

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

急傾斜地の
崩壊

土石流

画像出典：国土交通省HP
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土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

急傾斜地の
崩壊

土石流

画像出典：国土交通省HP
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土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

警戒避難体制の整備

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

特定の開発行為に対する許可制

建築物の構造規制 なども図られる。

画像出典：

国土交通省HP

土砂災害警戒区域等マップ（薩摩川内市）
http://sabomap.pref.kagoshima.jp/kagoshima/

急傾斜地の崩壊

土石流

川内駅

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

警戒避難体制の整備

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

特定の開発行為に対する許可制

建築物の構造規制 なども図られる。

画像出典：

国土交通省HP

土砂災害警戒区域等マップ（薩摩川内市）
http://sabomap.pref.kagoshima.jp/kagoshima/

急傾斜地の崩壊

土石流

川内駅
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土石流

急傾斜地の崩壊

https://www.satsumasendai-bousai.jp/index.php/bousaimap/

• 自宅周辺の土砂災害での危険を確認

• 安全な日に現地で防災マップの情報を確認

 （警戒区域、避難場所や避難経路など）

• 防災マップに気づいたことを記入

防災マップを活用する

避難場所

地域でも
情報共有

川内駅

赤字は一次避難所

• 災害時には優先して
開設。

令和5年度防災リーフレット
「災害に備えましょう」

薩摩川内市役所作成

リーフレット
も活用しま
しょう。

土石流

急傾斜地の崩壊

https://www.satsumasendai-bousai.jp/index.php/bousaimap/

• 自宅周辺の土砂災害での危険を確認

• 安全な日に現地で防災マップの情報を確認

 （警戒区域、避難場所や避難経路など）

• 防災マップに気づいたことを記入

防災マップを活用する

避難場所

地域でも
情報共有

川内駅

赤字は一次避難所

• 災害時には優先して
開設。

令和5年度防災リーフレット
「災害に備えましょう」

薩摩川内市役所作成

リーフレット
も活用しま
しょう。
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土砂災害に関わる
雨や避難の情報を収集する

防災行政無線、テレビ、ラジオ、インター
ネット、市の防災情報提供サービス、隣近
所などから、
大雨や避難に関する情報を積極的に得る。

画像出典：

気象庁HP、日本気象協会HP

土砂災害警戒情報

土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となった場合に
発表。

大雨特別警報

重大な災害の起こるおそれが著しく高まっている場合に発表。

土砂災害に備えるために

災害をもたらす自然現象を知る
• 災害発生の仕組みを理解する。

災害に備える
• 自分の地域では、どんな災害が、どんな被害が及
ぶのか？

• 防災情報は飛躍的に向上。行政の防災情報発信
は迅速化。 住民側は積極的に情報を得て、迅
速な行動に移すことが出来るかがカギ。

自分や大切な方の命を守るためには
• 正しい知識を持つ。正しく恐れる。正しく防ぐ。

土砂災害に関わる
雨や避難の情報を収集する

防災行政無線、テレビ、ラジオ、インター
ネット、市の防災情報提供サービス、隣近
所などから、
大雨や避難に関する情報を積極的に得る。

画像出典：

気象庁HP、日本気象協会HP

土砂災害警戒情報

土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となった場合に
発表。
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重大な災害の起こるおそれが著しく高まっている場合に発表。

土砂災害に備えるために

災害をもたらす自然現象を知る
• 災害発生の仕組みを理解する。

災害に備える
• 自分の地域では、どんな災害が、どんな被害が及
ぶのか？

• 防災情報は飛躍的に向上。行政の防災情報発信
は迅速化。 住民側は積極的に情報を得て、迅
速な行動に移すことが出来るかがカギ。

自分や大切な方の命を守るためには
• 正しい知識を持つ。正しく恐れる。正しく防ぐ。
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河川災害に備える 

 
 

齋田 倫範 
 

鹿児島大学理工学域工学系 

准教授 
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IPCC 6th Assessment Report Climate Change 2021
The Physical Science Basis Technical Summary

2

2000 2100
2021

B1 77 2 pp. I_1261-I_1266
154 Climate Cange Indices
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2022 R4 4 14 9/17 9/20
2021 R3 8/11 8/19

2020 R2
10 9/4 9/7

2 7 7/3 7/31

2019 R1 10/10 10/13
8/26 8/29

2018 H30 30 7 6/28 7/8

2017 H29
18 9/13 9/18

29 7 (7/5 7/6) 6/30 7/10 5 6
2016 H28 6/19 6/30
2015 H27 9 11 12 6/2 7/26
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8 7/6 7/11

2013 H25
2012 H24 24 7 7/11 7/14
2011 H23 15 9/15 9/22

2010 H22
10/18 10/21

7/10 7/16
2009 H21 21 7 7/19 7/26

HP https://www.jma.go.jp/
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1997 年鹿児島県北西部の 
地震と今後の備え 

 
 

小林 励司 
 

鹿児島大学理工学域理学系 

准教授 
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避難の妨げになる 

「正常性バイアス・同調性バイアス」 
 
 

土肥 幹治 
 

日本赤十字社事業局 救護・福祉部 

防災業務課 

主査 

FU-R05-鹿大防災講演概要集02-本文01.indd   57 2023/11/20   15:54:45



－ 58 －

FU-R05-鹿大防災講演概要集02-本文01.indd   58 2023/11/20   15:54:45



－ 59 －

避難の妨げになる
「正常性バイアス・同調性バイアス」

事業局 救護・福祉部 防災業務課

オリエンテーション

1

2

避難の妨げになる
「正常性バイアス・同調性バイアス」

事業局 救護・福祉部 防災業務課

オリエンテーション

1

2
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大規模災害の教訓 ＜救護活動＞
災害が大規模になるほど、
発災直後の外部支援で救えるいのちは少なくなる。

＊日赤救護班の初動２日間の１班あたり１日平均取扱患者数

日本赤十字社の災害対応への姿勢

応

急

対

応

（
医
療
救
護
等
）

被災者の苦痛を軽減する将来の災害に備える

被害軽減

被害抑止
防
災
・
減
災

発災

災
害
対
応
能
力
の
向
上

災
害
対
応
能
力
の
向
上

復旧・復興復旧・復興

・熊本地震等対応
・国内災害救護の
充実強化

・関係機関との
連携強化

地域における
防災教育事業の
実施

東日本大震災等大規模災害での復興支援

3

4
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（日赤調べ）豪雨災害における避難行動

あり, 

59.10%

なし, 

24.10%

不明, 

16.80%

避難指示等の有無

避難した, 

21.7%

避難しなかった, 78.3%

（避難指示等あり）避難の可否

『避難情報』が出ていたが、避難しなかった
78.3％（2,325名）

• 調査方法 インターネット調査
• 調査期間 令和３年８月20日～23日

(n = 5,028)
(n = 2,971)

•

•

避難をしない一因は?

過去の災害で
被災しなかった

お隣さんが
避難しなかった

5

6
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避難行動を促すために

まず 皆さんと考えたいこと

状況に応じて、私たちは『ありそうな解釈』をする。

（「世界の見え方・考え方」は完全ではない）

『ありそうな解釈』は

私たちの行動に影響する?

7

8
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『自分自身』を助けてくれる心の機能

同
調
性
バ
イ
ア
ス

正
常
性
バ
イ
ア
ス

災害のときは、どうなるでしょう?©日本赤十字社

©日本赤十字社

２つの「バイアス」とは?

私たち人間は･･･

明らかな異常があったとしても、いつも通りと思いがちです。
（正常性バイアス）

まわりの人の考えや行動に、合わせてしまいがちです。
（同調性バイアス）

出典:齋藤玲 (2023). 「防災共創授業」の開発:認知バイアスの理解深化を促す小学校高学年対象の授業の事例報告. 教科書フォーラム, 24.

9
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明らかな異常があったとしても、いつも通りと思いがちです。
（正常性バイアス）

まわりの人の考えや行動に、合わせてしまいがちです。
（同調性バイアス）

出典:齋藤玲 (2023). 「防災共創授業」の開発:認知バイアスの理解深化を促す小学校高学年対象の授業の事例報告. 教科書フォーラム, 24.
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災害のとき 自分は大丈夫と思いがち?
＜悪い例＞
予報では、警報級の大雨が降り続くが、避難準備をしない。
そうしたら、夜中に災害が起きて、ケガをしてしまった。
なぜなら、「災害は起きたことがない」と思ったから。

＜良い例＞
一方、同じとき、避難準備を早めて、安全に避難できた。
なぜなら、「今回はキケンかもしれない」と思ったから。

災害のとき 周りに合わせてしまいがち?
＜悪い例＞
ここは津波が来るかもと感じても、みんな動かない。
そうしたら、大勢の人がケガをしてしまった。
なぜなら、誰も動かなかったから。

＜良い例＞
一方、同じとき、誰か一人が動いてくれたから、みんな助かった。
なぜなら、その人にみんなが付いて行ったから。

出典:齋藤玲 (2023). 「防災共創授業」の開発:認知バイアスの理解深化を促す小学校高学年対象の授業の事例報告. 教科書フォーラム, 24.
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２つの「バイアス」を乗り越えましょう
私たち人間は･･･

明らかな異常があったとしても、いつも通りと思いがちです
考えないこともできます。
（正常性バイアス）

まわりの人の考えや行動に、合わせてしまいがちです
ないこともできます。
（集団同調性バイアス）

出典:齋藤玲 (2023). 「防災共創授業」の開発:認知バイアスの理解深化を促す小学校高学年対象の授業の事例報告. 教科書フォーラム, 24.

風水害からいのちを守る
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災害が起こったときをイメージする

•ハザードマップを確認する

•街歩きをする

自宅周りの･･･
河川･用水路は?
避難所は?
要支援者は?
支援者は?

早めに 安全な場所へ避難する
立ち退き避難 垂直避難

天気予報→注意報→避難 意識を高め、避難準備へ
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谷山
一区
二区

啓開対象面積（m2）左軸

声をかけながら 率先して避難する

率先して避難する姿が信号になる

近隣にいる人や知人の

正常性バイアス・同調性バイアスを

良い傾向に変える

自分だけでは成り立たない避難生活

災害発生後の生活:不自由な環境
⇒皆で暮らしをつなぐ

一人が知る ⇒ 個人が助かる
地域で知る ⇒ 地域で助かる

日本赤十字社では、地域への防災セミナーを実施しています
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大規模災害の教訓 ＜被災者の行動＞

「自助」､「共助」の力が
大規模災害では特に重要

阪神・淡路大震災
８割以上は地元住民が救助
東日本大震災
釜石市の出来事

地域に向けて実施する「赤十字防災セミナー」

地域:町内会、学校、企業等
＜バイアスのお話:本シンポジウム用に作成＞

地域を知る高齢者達と共に
防災マップを作成する小学生達
（鹿児島市）
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終わりに

バイアスに関する動画・マンガを公開中!

21
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終わりに

バイアスに関する動画・マンガを公開中!
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防災カードゲームで 

避難所生活を学ぼう！ 

 
 

松成 裕子 
 

鹿児島大学医歯学域医学系 

教授 
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桜島火山版避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ）の実践活動から原
子力版への開発に向けて
避難所 は、「 は、 （ 避難所）、 （ 運営）、 （ ゲーム）の頭
文字を取ったもので、英語で「抱きしめる」とゆう意味。避難所運営を皆で考えるためのひとつのア
プローチとして開発したもの。避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカード
を、避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる
様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲーム。（静岡県の より）

桜島火山版 避難所運営ゲーム

第 回桜島火山爆発総合防災
訓練（令和三年度）参加し、
広報活動

桜島火山版避難所運営ゲームは、何度も試

作を重ね、試作版（写真）として、 「令和

年度異分野融合研究プロジェクト創出研究

助成事業」により完成しました。

桜島火山版避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ）の実践活動から原
子力版への開発に向けて
避難所 は、「 は、 （ 避難所）、 （ 運営）、 （ ゲーム）の頭
文字を取ったもので、英語で「抱きしめる」とゆう意味。避難所運営を皆で考えるためのひとつのア
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を、避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる
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助成事業」により完成しました。
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原子力災害版 の特徴
• ゲーム構成が、３つのクラスに分かれている。
初級コースの対象者は、小学生、中学生。
中級コースの対象者は、高校生、一般住民
専門コースの対象者は、原子力災害に関わる職種

• 小学でも理解できる内容になるように工夫する。
• 対象に応じで、ゲームコースを選べる。小学生の集中力に
は限界があるので、途中まででも学べるようにしている。
一般の方は、自助につながる行動を促すようにしている。

• 専門職は初級から中級も実施、理解を深める。
• 専門職は実施しながら、原子力災害時の防災・減災対策
の問題点を浮き彫りにできる。

第二部 防災ワークショップ（ ： ～ ： ）には、是非参加し、避難所
生活を追体験してみてください。

イベントカードおよび個人カードの紹介
（ 現在）
• モデル避難地区：原子力発電所から３０ ～３５ｋｍの地区であ
り、ＵＰＺ（緊急防護措置を準備する区域）内に居住の方とＵＰＺ
外の方が混在する。

• モデル避難所：原子力発電所から３１．５ のＡ小学校
• 時期：避難所で過ごすには、過酷な夏季に発災してから２週間
• 震度７の地震が発生し、敷地内事故があり、空間線量が上昇し、２
０ まで避難指示、それ以外の地域は屋内退避が発令される。

• 一部の住民は、地震で家が倒壊、半壊し、屋内退避できないと考え、
避難所に避難してくる。

• ライフラインは水道、電気、ネット回線不通。市内のあちらこちら
で交通渋滞が起こり、ガソリン不足を引き起こしている。

• ガス式エアコンの整備されていない小学校等では、多くの避難者が
熱中症を発症している。
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大雨防災ワークショップ 

避難行動を楽しく学ぼう！ 

 
 

轟 日出男 
 

鹿児島地方気象台 

要配慮者対策係長 
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大雨防災ワークショップ 津波防災ワークショップ

趣 旨
これらの防災ワークショップは、子供たちに「経験したことのない大雨」や「地震・津波に遭遇」した場面を想定し、グ
ループワークをとおして新たな気づきを起こしながら「自らの命を守る」ための知識だけでなく意識を育むことを主題
としています。
目 的

大雨による災害や、大きな地震により海岸付近では津波のおそれがあることを知ること等や、また気象庁から発表さ
れる警報・注意報・情報などを理解し、「大雨や地震・津波から命を守る」ために自らの判断で行動をとれるようにな
ることを目的としています。

ワークショップをとおして子供たちに疑似体験を！

【お問い合わせ先】
鹿児島地方気象台

（電話０９９－２５０－９９１９）

【お問い合わせ先】
鹿児島地方気象台

（電話０９９－２５０－９９１９）

1

2

大雨防災ワークショップ解説資料
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Step1. レクチャー（1）
映像等を用いて大雨によって発生する災害の説明

Step2. レクチャー（2）
大雨災害から身を守るための行動について説明

変化する周囲の状況及び段階的に発表される防災気象情報
に対する行動について話し合う

Step3. グループワーク Step4. 発 表
【平成１８年７月豪雨】【平成5年8・6豪雨災害】

・鹿児島市を中心に発生した災害「8・6豪雨災害」
・鹿児島県北部で発生した災害「平成18年７月豪雨」

・ハザードマップや防災気象情報について説明

コミニュケーション能力を養う
話し合った内容を発表し合い、新しい気づきを促す

大雨防災ワークショップをとおして子供たちに疑似体験を！【学校防災教育の例】

大雨防災ワークショップ・レクチャーの特長
【平成５年８・６豪雨災害】

【平成18年7月豪雨】

大雨によって発生する土砂災害や河川の氾濫等の説明【アニメーションや映像の活用】

FU-R05-鹿大防災講演概要集02-本文01.indd   78 2023/11/20   15:54:48



－ 79 －

5

【ハザードマップの活用】 【段階的に発表する防災気象情報】

大雨防災ワークショップ・レクチャーの特長

・ワークショップ開催校周辺のハザードマップを使用
・防災気象情報発表のタイミングや内容等の説明

大雨災害から身を守るための行動についての説明

6

・実在しない架空の町に住んでいる設定で、グループごとに異なる条件を付与

【架空の町】 【異なる条件】

大雨防災ワークショップ・レクチャーの特長
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7

・段階的に発表される注意報・警報などの防災気象情報に対応した行動を話し合う

・気象予報士の協力により、段階的な防災気象情報の発表を映像化

大雨・洪水
警報発表

土砂災害警戒
情報発表

大雨特別
警報発表

大雨防災ワークショップ・レクチャーの特長

テレビ放送の中で気象キャスターが登場する形式を組み込んだシナリオを使用し、「危険度の高まりの切
迫感を変化させ、よりリアルに伝える手法を用いた！」

8

津波防災ワークショップ解説資料
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津波防災ワークショップを始める前に
・「津波からにげる」の映像を使用し、津波の基礎知識を解説

9

①津波のすさまじい破壊力について

②津波の伝わる速度や高さについて

③津波は繰り返し襲ってくること

④津波は最初に海水が引くとは限ら
ないこと

・気象庁から発表する大津波警報、津波警報、津波注意報等の解説、情報を入手した場合
の対応行動等について説明

Step1.イベント会場に向かう途中、突然大きな地震が発生！
その後時間の経過とともに様々な場面に主人公が遭遇、主人公のとる行動をグループで考える

・話し合った内容を発表し合い、
新しい気づきを促す

Step1. グループワーク
・コミニュケーション能力を養う
・状況に応じた行動を考える

【津波防災ワークショップ全景】 【意見を出し合う児童】

Step2. 発 表

【代表による発表】

Step3. 振り返り
・大事な場面の振り返りを解説

津波防災ワークショップをとおして疑似体験を！【学校防災教育の例】

10
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津波防災ワークショップ・グループワーク

・主人公が初めて行く町のイベントに参加
・コンビニで買い物中に地震発生
2016年（平成28年）熊本地震の映像からスタート

・時間の経過と共に様々な場面に遭遇
場面毎の主人公の対応行動について各グループで話し合う
（素早い対応が必要、考える時間は場面ごとにわずか２分）

11

時間の経過と供に遭遇する様々な場面とは・・・・

【熊本地震の映像】 【地震発生時の対応行動】 【保護者からの連絡時の対応行動】 【大津波警報発表後の対応行動】

地震発生 ゆれている時・おさまった時 地震発生１分後 地震発生3分後

【地元住民との遭遇】【詳細な情報の入手】

地震発生9分後

【新たな地震により被害が発生】

地震発生7分後・・・新たな地震発生

【通行止めの場所発生】

地震発生１2分後

【情報の共有確認】 【海岸に津波が到達】

地震発生17分後 地震発生20分後

12
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・地図上で5分ごとに移動、避難行動を話し合う

13

津波防災ワークショップ・グループワーク

・大事な場面について「身を守るため」の対応方法を説明

14

津波防災ワークショップ・振り返りなど

・津波実験や東日本大震災の実話に基づくアニメーションを観て津波への対応行動を学ぶ
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VR 技術を活用した地震体験 

（揺れと室内の倒壊） 

 
 

酒匂 一成 
 

鹿児島大学理工学域工学系 

教授 
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実施内容

地震体験装置概要

目的

令和5年度レジリエント社会・地域共創シンポジウム
VR技術を活用した地震体験（揺れと室内の倒壊）

鹿児島大学地域防災教育研究センターでは，2022～2027年度プロ
ジェクトとして，「大規模複合災害に備えた学際的防災研究の推進と防
災人材の育成」を実施し，得られた研究成果をもとに防災教育用の教材
開発に取り組んでいます。そこで，災害時に実際に起こるであろう事象
を事前に疑似的に体験する学びは，被害を最小限に抑える上で有効であ
るとの考えから，VR（バーチャルリアリティ）技術を活用した地震体
験装置の開発を行いました。

鹿児島大学理工学域工学系 酒匂一成

システムのイメージ

加速度センサーを起震装置に取り付け，当該揺れの情報を物理演算
ソフトで処理し，揺れに応じて部屋内の造作物で揺れたり，落ちたり
する映像をVRゴーグルに投影するシステムを開発しました。

加速度センサーに基
づく物理演算処理を映
像に反映させる技術は，
医療用VR等に用いら
れた技術を利用してい
ます。

この技術により，加
速度センサーを台車に
取り付けることで，可
搬型のVR地震体験装
置を開発できました。

↑室内の映像

←地震体験装置

写真のような装置でVR技術
を活用した地震体験を行います。

揺れの体感だけでなく，部屋
内のテレビの倒壊や棚の置物の
落下などを視認することで，地
震時の状況を把握し，倒壊防止
措置など事前準備の重要性を理
解していただこうと思います。

FU-R05-鹿大防災講演概要集02-本文01.indd   87 2023/11/20   15:54:50



－ 88 －

MEMO
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

FU-R05-鹿大防災講演概要集02-本文01.indd   88 2023/11/20   15:54:50


	001-1120
	002-1120
	地頭薗　隆
	寺本　行芳
	齋田　倫範
	小林　励司
	土肥　幹治
	松成　裕子
	轟　日出男
	酒匂　一成

